
年 報社会福祉法人 日本ライトハウス 
理事長  橋 本 照 夫 

〒538-0042 大阪市鶴見区今津中 2-4-37 

TEL 06-6961-5521   FAX 06-6968-2059 

http://www.lighthouse.or.jp/ 

平成２６年度  事業報告   (２０１４年度)

◎概 括 

平成２６年度は、四つの基本理念を

柱に据え、事業を展開しました。 

国連・障害者権利条約に基づき、

｢障害者虐待防止・権利擁護に関す

る委員会｣を再編、平成２５年度の｢職

員倫理綱領｣の策定に引き続いて、

日常業務遂行の指針となる｢職員行

動規範｣を策定しました。この規範

は、職員一人ひとりが拠り所として

業務に取り組み、セルフチェックを

行うとともに、課題や問題点を抽出

し、どのように解決・改善してゆけ

ばよいかを考え、サービスの一層の

向上につなげるものです。 

リハビリテーション部門では、事

業全体の再編により、施設入所支援

をともなう生活介護の事業が軌道

に乗り、サービスの一層の向上に努

めました。また、１１月から｢一般相

談支援事業｣と｢特定相談支援事業｣

を開始したほか、大阪市の委託によ

る｢鶴見区障がい者相談支援センタ

ー｣業務を平成２７年４月からの３年

間、引き受けることとしました。こ

れは、鶴見区内の基幹相談支援事業

所として、視覚障害だけでなく、さ

まざまな障害がある方々の地域生

活を支える役割を法人が果たして

ゆくこととなったものです。 

情報文化センターでは、｢情報バ

リアフリー推進事業｣が２年目を

迎え、地方公共団体や企業に対し

て点字・録音・電子書籍・音声解

説等の公的保障の充実を積極的に

働きかけました。また、文部科学

省の委託により、視覚的資料の｢音

訳教材｣のデータベース構築事業

(平成２６年４月からの３年間)に取

りかかりました。引き続き、高度

な製版技術を駆使して、教科用図

書・点字印刷などを安定的に供給

したほか、視覚障害者情報総合ネッ

トワーク｢サピエ｣サポートセンターの

業務を引き続き受託しました。 

◎法人事業の概要 

―岩橋武夫賞の授与― 

アジアにおける視覚障害者福

祉・教育等の貢献者に授与される

岩橋武夫賞の２０１４年受賞者は、マ

レーシアのウォン・ユー・ルーン、

クリスティーナ・アン・ロウ夫妻。

授賞理由は、コンピュータによる

点字ワークショップを長年にわた

って企画・開催されているほか、

若い視覚障害者の技術指導に携わ

り、次世代の指導者養成に献身的

に尽力されてきたたことで、８月

にペナン島で行われたセミナーの

修了式席上、夫妻に授与しました。 

―第２２回ライトハウス祭り― 

１１月８日(土)、恒例のライトハウ

ス祭りを鶴見事業所で開催、４００名

を超える地域の方々が参加され、交

流を深めました。 

－チャリティ事業－ 

第３２回チャリティコンサートは、

例年どおり大阪城東ロータリーク

ラブの協賛により、４月２０日(日)、

ヴァイオリンの和波孝禧氏、イギ

リスからソプラノのシャーロッ

ト・ド・ロスチャイルド氏を迎え、

澤和樹氏の指揮、千里フィルハー

モニア大阪の演奏により、ザ・シ

ンフォニーホールにおいて開催し、

１，０６７名の方々が来場されました。

当日の会場募金およびチケット売

上げによる収益の一部は、盲導犬

育成支援に充当いたしました。 

－研修・交流・広報事業ほか－ 

・３月１６日～１９日には、シロアム

福祉会から３名が訪日し、施設

等を見学されました。 

・法人監事・灯友会副会長の田中

成人氏が逝去され、監事として

新たに田中祥宏氏が就任され、

灯友会副会長には、新たに有山

茂氏が就任されました。 

・新聞や放送・出版関係、大学の

調査研究や博物館の特別展示、

企業の社史編纂などにも法人が

所蔵している文献や写真などの

資料を提供したほか、番組の取

材も受けました。 

・引き続き、日本盲人福祉委員会、

日本盲人社会福祉施設協議会等

の関係団体の役員として法人職

員が就任し、協力を行いました。 

・引き続き、大阪市・大阪府の公

立小学校を中心に、幼稚園から

高等学校までの要請に基づいて

講師を派遣し、盲導犬啓発活動

を行いました。また、企業や公

共交通機関等の社員研修で手引

きの方法等の実習を担当したほ

か、視覚障害関係機関からの要

請に応じ、ガイドヘルパー養成

研修等に講師を派遣しました。 

・例年どおり、職員人権啓発研修

会を２回実施したほか、職員全

体会、役職者の業務研修等を行

いました。 

≪募金事業に関しては、別冊の 

『ＦＯＲＷＡＲＤ』をご覧ください≫ 



各事業の実施状況                      視覚障害リハビリテーションセンター

◎さまざまなサービスの展開 

障害者支援施設日本ライトハウスき

らきらでは、重度重複の障害がある方

を対象とした施設入所支援をともなう

生活介護の事業がようやく軌道に乗り

ました。当初定員８名を年度末には１１

名に増員、職員一丸となって一層のサ

ービスの向上に取り組んでいます。 

居宅支援センターてくてくでは、１１

月から｢一般相談支援事業｣｢特定相談

支援事業｣を開始したほか、大阪市の委

託により平成２７年４月からの３年間、

｢鶴見区障がい者相談支援センター｣の

業務を引き受けることとし、鶴見区内

の基幹相談支援事業所として、地域生

活を支える役割を果たしてゆくことと

なりました。 

◎海外との交流 

盲導犬訓練部では、世界盲導犬学校

連盟のセミナーやＡＧＢＮ(Asia guide 

Dog Breeding Network)の繁殖ワークシ

ョップに職員を研修として派遣し、盲

導犬育成に関する情報交換や繁殖にか

かわる協力体制の構築を行いました。 

◎寄贈・助成による機器整備ほか 

引き続き、気鋭のヴァイオリニス

ト・川畠成道氏のご寄贈により最新の

訓練用機器４台を整備したほか、大阪

鶴見ライオンズクラブのご寄贈により

パソコンを４台、立川福祉基金のご助

成により居室・教室のカーテンを整備、

また、イオン｢幸せの黄色いレシートキ

ャンペーン｣により掃除機５台を配備

することができました。ほか、多くの

ご助成を受けて事業を進められたこと

に対して、厚くお礼申しあげます。 

大阪市鶴見区との間で平成２５年度

に締結した災害時の福祉避難所開設の

ための訓練を行い、関係機関と課題を

共有しました。 

１．日本ライトハウスきらきら 

日中活動サービスの内訳は、生活介

護(当初８→年度末１１名：登録８→１１名)、

自立訓練(機能訓練)(２０名：登録３１名)、

就労移行支援(６名：登録５名)、施設入所

支援(３０名：登録２１名)で、進路の内訳は、

復職・就職５名、職業訓練校等進学５名、

わくわく利用８名、家庭復帰１０名、他施

設・事業所４名、その他１名でした。 

きらきらの修了後、居宅支援サービス

や行政機関等との連携を深め、安定した

居宅生活が開始できるよう、幅広い支援

を行いました。 

２．日本ライトハウスわくわく 

引き続き、障害者自立支援法に基づく

事業所として、創作活動・生産活動・各

種技術訓練(歩行・点字・情報機器・日

常)、スポーツ・レクリエーション活動

を四つの柱とする期限の定めのない生

活介護サービスを提供しました。年度当

初の登録は１０６名、きらきら修了者の受

入れや利用修了等差引きで、年度末の登

録者数は１０３名、年間の平均利用者数

は４０．１名、稼働率は１０３．３％でした。 

ＪＲ放出駅と施設の間の送迎サービ

スは、延べ４，０３６名の利用でした。 

３．職業訓練部 

１７名の在籍者に職業訓練プログラム

を提供し、１６名が修了・中退(就職９名、

求職中７名)しました。引き続き、就職

した修了者の体験を聞く会を開催した

ほか、復職を希望するきらきらの就労移

行支援利用者の支援、大阪市短期委託訓

練等も実施しました。 

４．盲導犬訓練部 

パピーウォーカー宅へ６６頭の飼育委

託を行いました。アジア各国の盲導犬協

会との間で繁殖に関する協力を進める

など、雄犬１２頭、雌犬２７頭の繁殖犬を

確保しました。 

(盲導犬貸与 ２４名 ２２頭) 

５．盲人ホーム(理療実技指導部門) 

引き続き理療免許を所持する利用者

の技術向上と総合的な資質向上に力を

入れて取組んでいます。 (利用者４名、

継続４名) 

６．居宅支援センターてくてく 

障害者総合支援法の｢居宅介護・重度

訪問介護｣、｢移動支援｣、｢同行援護｣、

｢一般相談支援｣、｢特定相談支援｣の各事

業(利用登録延べ６９名)、介護保険法の

｢居宅介護支援｣、｢訪問介護・介護予防訪

問介護｣の各事業(利用登録延べ１９名)を

実施しました。登録ヘルパー：５１名。 

７．養成部(指導者養成部門) 

○厚生労働省委託  第４４期視覚障害

生活訓練等指導者養成課程 

１年基礎Ⅰ１５名、１年基礎Ⅱ ４名 

２年実習   １名、２年応用   ３名 

○日本眼科医会共催 

医療関係者視障リハ研修会    ９名 

○文部科学省・全国盲学校長会後援 

教育関係者視障リハ研修会    １０名 

○日本盲人社会福祉施設協議会後援 

視障リハ基礎講習会(２回)    ４０名 

○在宅訪問指導：奈良県：１０４回、和歌山

県：２５８回、宝塚市：７３回 

８．相談室 

電話相談：２２９件、来所相談：９３件 

９．その他事業 

・修了された方々に『ライトハウス通

信』を点字・大活字・メール版によ

り２回発行しました。 

・広報誌『ぴっかぴか』を２回発行、

地域の福祉・医療・各種相談支援団

体等にお配りしました。 

・登録ボランティアは、１２１名にのぼ

り、延べ５７８件の活動にご協力いた

だいたほか、企業ボランティアの

方々からもご奉仕いただきました。

感謝申しあげます。『ボランティア

だより』を２回発行しました。 

・学校や国内外の関係機関等からの依

頼により、引き続き研修生・実習生

を多数受け入れたほか、講習会等に

職員を講師として派遣しました。 



情報文化センター                               各事業の実施状況

◎サービスの拡充をめざして 

平成２６年１月、国連障害者権利条約

が公布され、情報アクセスに困難のある

人々が、多様な媒体・手段を選んで情報

を利用できる社会をつくることが定めら

れたほか、視覚・読書障害者の出版物

へのアクセスを促進するための｢マラケ

シュ条約｣の批准に向けて、著作権法改

定の検討が行われており、目の不自由

な方々、読書に障害がある方々に対す

る情報保障は一段と進みつつあります。 

西事業所では、多媒体での製作を行

い、多様なニーズに応え、広範囲できめ

細かなサービスの提供に努めました。ま

た、２年目となる｢情報バリアフリー推進

事業｣に力を入れ、公共団体や企業によ

る点字・録音・電子書籍・音声解説等の

製作・提供の拡大に取り組んだほか、文

部科学省の委託による｢音訳教材｣の研

究事業を新たに受託し、視覚的資料の

音訳教材データベース構築事業に着手

しました。 

引き続き、東事業所を中心とした点

字・デイジー等出版事業の維持・発展に

努めました。早川福祉会館点字図書室

の運営業務受託は、１年の特命契約を

締結、デイジー図書の一層の浸透を図り

ました。 

１．点字・録音図書の製作・受入 

(単位：タイトル数) 

種 別   点字図書 録音図書 

製 作 図 書      255        249 

委託配布図書       28         34 

寄託・その他       10         82 

購 入 図 書        5          6 

蔵書累計     9,474     15,011 

(冊／巻数)   36,746     33,369 

２．図書館サービスの利用状況 

(1)図書館利用者数 

大阪市：1,811名   大阪府:1,593名 

他府県：1,249名   合 計:4,653名 

(2)サービス利用の状況 

[貸出サービス] 点字図書 11,264冊、 

テープ図書 4,869巻(図書 4,215、

雑誌 654)、デイジー図書 63,953枚

(図書 54,785、雑誌 9,168) 

[対面リーディング] 999件 2,018時間 

[プライベート製作] 点字 162件、音

声 75件、テキストデータ 20件 

３．機器・用具サービス 

引き続き、用具・機器展示・販売、パ

ソコン指導などを行ったほか、訪問利用

支援サービスも実施しました。サービス

フロア来室:4,869名、問合せ:2,918件、

訪問支援:11件、個人講習:513件。 

４．ネットワーク利用支援サービス 

視覚障害者情報総合ネットワーク｢サ

ピエ｣のサービスを引き続き受託し、全

国の個人会員や施設会員に対して、イン

ターネットによる図書情報等の利用の

普及に努めました。年度末登録数：個人

会員１３，４４６名、施設会員２９１団体。 

５．多部数複製点字製作提供事業 

(1)支援学校等向け点字教科用図書製作 

視覚障害児童・生徒・学生向けの教材

の点字データを製作し、小学部１５点３３

巻、中学部９点３３巻、高等部普通科３０

点２１３巻、理療科１９点７６巻の教科用図

書を点字・拡大・デイジー版で発行、安

定的に供給しました。 

(2)厚生労働省委託図書貸出配布事業 

点字製版 19ﾀｲﾄﾙ･2,920冊、ＣＤ製作 

14ﾀｲﾄﾙ･1,022枚、ﾃﾞｲｼﾞー  31ﾀｲﾄﾙ･1,365

枚、ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｲｼﾞー  8ﾀｲﾄﾙ･520枚 

(3)メディア製作センター事業 

国立国会図書館による｢学術文献録音

図書製作作業｣を引き続き受託、また、

音声だけで映画を楽しむことができる

｢シネマ・デイジー｣製作、テレビ番組の

音声解説付与などの事業を展開したほ

か、マルチメディアデイジーの製作に努

め、文字の認識や理解が困難な｢読書障

害｣の方々への情報提供にも取り組みま

した。 

(4)各種委託製作他 

大阪市・和歌山市等、自治体発行の点

字版広報誌の製作を受託しました。また、

行政・教育機関等からの依頼による点字

印刷・点訳物・点字サイン(プレート類)

等を製作・配布しました。 

(5)教材等個別製作 

教育委員会や学校の依頼に応えた教

材や試験の点訳・墨字訳を受託しました。

小学校：８校４０件、中学校：５校２６件、大

学：５校１０５件、自治体等：２０団体８５件。 

６．国際協力事業 

広げよう愛の輪運動基金のダスキ

ン・アジア太平洋障害者リーダー育成

事業に引き続き協力し、ラオスの視覚

障害青年の研修を行いました。 

７．ボランティア・広報事業ほか 

西事業所登録ボランティア：６２０名。 

点訳等の講習会を開催したほか、各

種講習会等にも講師を派遣しました。 

毎月の施設見学会等で９８名の方、グ

ループ・団体の個別見学では、２０団体、

１５５名の方に施設をご案内しました。 

８．各種情報の提供 

視覚障害者情報誌『読書』を年１１回、

ボランティア向け情報誌『ONE BOOK 

ONE LIFE』を年１１回、専門情報誌『対

面リーディング通信』を年６回、『ろくおん

通信』を年６回、『点訳通信』を年４回、そ

れぞれ発行しました。 

９．早川福祉会館点字図書室 

利用登録数：1,037名 ボランティア登

録数：360名(音訳190名、点訳170名) 

(1)製作・貸出実績(単位：タイトル数) 

種 別     製作  貸出 

デイジー図書     １３０  ４５，４３７ 

テープ図書       ９８   ５，０２８ 

点訳          １２０   １，７３６ 

点字打出し      －    １，９２６ 

(2)その他サービス実績 

プライベートサービス      ７０５件 

対面読書サービス        １２３件 


